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研究主題

「切れ目ない支援体制の構築」

～一人ひとりが自分事になるための視点から～
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特別支援教育を担う教師の養成の在り方等に関する検討会議報告

令和６年度全国特別支援学級・通級指導教室設置学校協会協会第３回全国理事・研修協議会

１．管理職 
（学校全体による支援体制の構築、対話や研修の奨励） 
○ 全ての学校において、管理職は、特別支援教育を学校運営の柱の一つとして据え、自ら専門性を高める

とともに、特別支援教育をリードしていかなければならない。 
○ 具体的には、管理職は、特別支援教育に関する教員育成指標や、研修受講履歴等を手がかりとして、

教師本人と積極的な対話を行うとともに、キャリアアップの段階を適切に踏まえるなどしながら、教師本人
のモチベーションとなるような形で、適切な研修の奨励や人事交流等を推進することが重要である。また、

学びの契機と機会を確実に提供するとともに、学校外の資源も活用しながら、学校全体で特

別支援教育の支援体制を構築していくことが重要である。 
○ その際、教師一人一人が、その後のキャリアパスに対する不安を感じることなく、特別支援教育に関する

新たな学びに参加しやすくなるような環境整備、業務の調整等を、教師の成長に責任を有する管理職が

積極的に講じるとともに、協働的な職場づくりを構築することが求められる。

〈具体的方向性〉
・ 管理職（特に校長）は、学校全体の課題として特別支援教育が取り組まれるよう、学校教育目標や目

指す教師像など学校経営方針や学校経営計画において特別支援教育に関する目標を適切に設定すると
ともに、各学校が行う学校評価の中核となる評価項目・指標としても必ず盛り込むこと。

 
・ 校長は、各教師に適切な経験が得られ、納得感を持って特別支援教育に前向きに取り組まれるよう、各

教師との積極的な対話を図ること。

【引用文献】文部科学省（2022）特別支援教育を担う教師の養成の在り方等に関する検討会議報告
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実践発表１ 滋賀県教育委員会特別支援教育課
主 査 平井 美穂 様 のご発表から
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特別支援教育の視点に立った「個別最適な学び」推進事業

令和６年度全国特別支援学級・通級指導教室設置学校協会協会第３回全国理事・研修協議会

・多様な教育的ニーズに対応する専門性の必要性
・個別の指導計画の内容の充実や活用促進、実際の指導と結びついた計画の作成及び活用

現状と課題

・通常の学級において、一人ひとりの特性や発達障害等による学びにくさいに応じた教科指導に
 対応できるよう教員の専門性向上
・個別の指導計画と教科指導を密接につなぐことができる指導・支援の質の向上

特別支援教育の視点に立った「個別最適な学び」の実現

施策の方向性

〇PDCAサイクルによる個別の指導計画を中心に置いた教科指導の実践
〇特別支援教育の視点に立った「個別最適な学び」の啓発・普及

・特別支援教育アドバイザーの派遣 人でつなぐ
・情報発信、個別の指導計画を中心に置いた教科指導の実践、ICT機器等を活用した一人

ひとりに合った支援方法等の普及 情報をつなぐ
・実践事例授業づくりのヒント集の作成 支援をつなぐ

☆指導・支援の質の向上+切れ目ない指導・支援
一人ひとりの「個別最適な学び」の実現

現状と課題
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第４８回全国特別支援教育センター協議会研究協議会（愛知県大会）
第二分科会 協議テーマ 「調査・研究を共有し、活用するために」より

◼ 青森県総合学校教育センターホームページより引用

マナビカタ 発見 プロジェクト
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◼ 青森県総合学校教育センターホームページより引用

マナビカタ 発見 プロジェクト
特別支援教育研修 「あなたなら、どうする？」

教育現場の先生
が自分事として
考えるための工夫

第４８回全国特別支援教育センター協議会研究協議会（愛知県大会）
第二分科会 協議テーマ 「調査・研究を共有し、活用するために」より
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◼各自治体の「調査・研究を共有し、活用するために」に関する工夫や取組の自由記述から

１．必要な情報の精選
２．読み返しやすさの工夫
３．内容のインパクト重視
４．研究成果のWeb公開
５．研修講座での活用、伝達
６．積極的な広報活動
７．指導主事による学校訪問・出前研修
８．学校のニーズに応じたプログラムの検討
９．キーパーソンへの情報共有
10. 先生方が自分事になる工夫 等

各 自 治 体 や 学 校 の
強みや課題の整理に
活用してみませんか。

第４８回全国特別支援教育センター協議会研究協議会（愛知県大会）
第二分科会 協議テーマ 「調査・研究を共有し、活用するために」より
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研究主題 「切れ目ない支援体制の構築」
― つながりを大切にした特別支援教育の充実を目指して ―

今すぐ、できる人・わかる人にな
るのは難しい。
でも、今すぐ、できる人・わかる
人とつながることはできる。

【引用文献】
全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会 ホームページより引用
「全難言協が考える『専門性』について」 前全難言協事務局長 阿部 厚仁 先生
http://www.zennangen.com/img/senmonsei1.pdf
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実践発表２ 東近江市発達支援センター 
指導主事 今村 香代乃 様のご発表から
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・相談件数の増加

・東近江市発達支援センターを
中心にした取組

・ライフステージを意識した支援の
実際

〇サポートファイルの活用

・保護者さんが持参された時に、興味を

もつ、読ませてもらう、説明してもらう

・保護者がどんな思いかを察し、まずは

受け止める。前任者の効果的な支援

を隙間なく繋ぐ
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〇ことばの教室と関係機関が相互に理解を深め、
 協働した「連携」をするために

・日頃から顔が見える関係づくり
・気軽に連絡を取り合える関係づくり
・学校、関係機関等の情報共有
・子どもを中心とした、相互理解を深めた支援
の相乗効果

それぞれの立場で協力し合いながら、バトンを繋ぎ、コ
ミュニケーションの楽しさや嬉しさを「共に育む」

 →「共育（きょういく）」の大切さ

感謝する
気持ち

【参考資料】
第52回 全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会 全国大会、第55回 全国
情緒障害教育研究協議会 全国大会 埼玉大会 第九分会 提案資料より引用
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つながり（連携）を育むために 

立場や接する場面の違いは、子どもを多角的に見ていくために、

とても参考になります。同一歩調で子どもに対応することを目指す

と、かえってその利点を捨ててしまう恐れがあります。「共通理

解」というのは、「みんなが同じ見方をし、同じ対応をすること」で

はなく、「それぞれの立場について理解し、お互いの見方・

考え方を知っておくこと」だと思います。それぞれの立場の利点

を活用して、適切な役割分担ができるように、「共通理解」を

進める必要があります。在籍学級の担任の先生とことばの教室

担当がそのような関係を築き、お互いに協力しながら子どもの指

導に取り組むのが「連携」の在り方だと思います。

【参考資料】国立特別支援教育総合研究所（2010）言語障害における指導の内容・方法・評価に関する研究（一部加筆修正）



吃音問題を、
Ｘ軸：自分の特性症状
Ｙ軸：周囲の反応
Ｚ軸：周囲の特性の反応

に対して、自分が
どう考えたり、悩ん
だりしているのか

と3つの軸（要素）による
立体として捉え、障害の
問題の大きさや特徴など
を表すとした。

Johnson.1970 

X軸 自分の特性症状 Ｙ
軸

周
囲
の
反
応

ジョンソンの言語関係図



X軸 自分の特性症状

Ｙ
軸

周
囲
の
反
応

ジョンソンの言語関係図

ことばの教室の指導 

周囲の理解 

本人の自信 

関係機関の指導 

ことばの教室と関係機関との共育
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